
はじめに
　雅歌は、箴言やコヘレトの言葉を著したとさ
れるダビデの子、ソロモン王が、自らの経験に
基づいて記したものだと言われています。男女
の恋愛が主題になっていますが、当然、聖書
６６巻の中の一巻ですから、この書においても、
聖書全体のテーマである「救い」を私たちに示
していることは間違いありません。そうなると、
ここからは男女の関係に象徴された、主イエス
･ キリストと私たちに関係を読み取っていくべ
きものであることがわかります。今回、私たち
もこの書を通し、主が私たちに示してくださっ
ている愛情を感じて行きたいと思います。
愛されない自分
　人間は愛されることによって形成されます。
生まれて、誰にも愛されずに育つ子どもは、そ
の課程でさまざまな問題が生じていきます。心
に決定的な欠落が生じ、健全に成長していけな
くなるのです。また、家庭から独立し、社会に
出たとしても、もしそこに少しの愛情もなく、
憎しみやさげすみ、そして疎外感を味わってい
くならば、毎日を過ごすことが困難になるほど、
精神的に追い詰められてしまいます。
　愛されていないことによって、多くの人たち
が苦しんでいるのが現状であり、そうした私た
ちに聖書はこの雅歌を通してメッセージを語っ
ているのです。
愛は冷える
　実は、聖書は終末といわれているこの時代に
起こってくる預言のひとつとして「多くの人の

愛が冷える」( マタイ 24:12) があります。主イ
エスが自ら語られた言葉ですが、これは人間同
士もそうなのですが、神との愛情関係が冷え込
んでくるという預言です。この冷えるというギ
リシア語は「冷たい息」との意があり、神が人
間を生かす時に鼻から吹き入れ入れたと書かれ
ている「命の息」とは真逆の意味があります。
つまり、神との命の関係に「隙間風」が吹き込
む状況になっています。「あなたは初めの愛を
離れてしまった」( 黙示録 2:4) と指摘されてい
る私たちは、何をすべきなのでしょう。それ
は「どこから落ちたかを思い出し、悔い改めて、
初めの行いをする」(2:5) ことなのです。
あなたは麗しい
　私たちは神が私たちを愛してくださっている
ことを知っています。だから救いを確信できた
のではないですか。どこから落ちたのでしょう。
神は今もなお、私たちに語っておられます。「あ
なたは美しい」「あなたは麗しい」。神の言葉は
真実です。偽りはありません。
　この雅歌には、植物動物図鑑を開いているよ
うにさまざま草花、そして宝石や香料などが出
てきますが、そのすべてがあなたへの愛情を表
現するために用いられています。聖書の言葉は
様々な方向から語られているわけで、そのすべ
てが私たちへの愛情に満ち溢れているのです。
その声かけによって、心を満たさ
れていきたいと思います。

「あなたは麗しい」

「恋人よ、あなたは美しい。あなたは美しい、あなたの目は鳩。
愛する人よ、あなたは美しく、麗しい。私たちの寝床は緑の茂み。」

( 雅歌 第１章１５～１６節・旧約聖書１０３６頁 )

【礼拝説教はスマホでも視聴できます】
右記のＱＲコードを読み取ってアクセス
してください。



「恋人よ、あなたは美しい。
あなたは美しい、あなたの

目は鳩。愛する人よ、あなたは美しく、麗しい。
私たちの寝床は緑の茂み。」( 雅歌
1:15 ～ 16)

「不法がはびこるので、多くの人の
愛が冷える。しかし、最後まで耐え
忍ぶ者は救われる。」( マタイによる
福音書 24:12 ～ 13)

「しかし、あなたに言うべきことが
ある。あなたは初めの愛を離れてし
まった。それゆえ、あなたがどこから落ちたか
を思い出し、悔い改めて、初めの行いをしなさ
い。悔い改めないなら、私はあなたのところへ

今週の祈り 行って、あなたの燭台をその場所から取りのけ
よう。」( ヨハネの黙示録 2:4 ～ 5)
　神さま、私は孤独で、生活をしていても疎外

感を感じてしまいます。また自分が
この世の中に不必要な人間ではな
いのかと思ってしまうこともあり
ます。誰からも愛されていないよう
な自分を感じると落ち込んで、生き
ていく力もなくなってしまいます。
しかし、神さま、あなたはこのよ
うな私でも愛していてくださって

いるのです。それを忘れていました。どうか私
の心を御言葉に愛で満たしてください。御名に
よってお祈りいたします。アーメン。

深読みにチャレンジ ! 【神からの知恵によって生きる】
　箴言はソロモンが語った知恵の言葉を中心に構成され

ています。 ３１章から構成されていますが、 あたかも短編

を読んでいるかのように、 種々雑多な知恵の言葉が連

なっています。 ソロモンが思いつくままに語った言葉を、

そのまま筆記したのではないかと思えるほどです。

　この書このような性格上、 まとめて解説するのが難し

いため、 この欄で、 一つ一つの言葉をじっくり味わいた

いと思います。 箴言から得る知恵によって、 深みのある

生き方を学び、 よりよい人間関係を築かせていただき

たいと思います。

１　 父から子へ ・ 受け継がれるべき知恵 (1:1 ～ 9:18)

２　生活の処方箋 ・ 知っておくべき知恵 (10:1 ～ 22:16)

３　先人からの知恵 (22:17 ～ 31:31)

　　ａ 知恵ある人の言葉 (22:17 ～ 24:34)

　　ｂ ソロモンの言葉 (25:1 ～ 29:27)

　　c アグルの言葉 (30:1 ～ 33)

　　d レムエルの言葉 (31:1 ～ 31)

箴言 （８０）
第４章８節

＊三つの違う訳を読み比べてみましょう。
◎協会共同訳　「知恵を尊べ、それはあなたを高め
る。知恵を抱けば、それはあなたを重んじる。」
◎口語訳　「それを尊べ、そうすれば、それはあな
たを高くあげる、もしそれをいだくならば、それは
あなたを尊くする。」
◎新改訳　「それを尊べ。そうすれば、それはあな
たを高めてくれる。それを抱きしめると、それはあ
なたに誉れを与える。」

「知恵がしてくれること」
　聖書は一般書店にも置かれています。信仰者
だけでなく、一般の方も購入されるからです。
ただ、その理由は「人間性を高めるため」「より
よく生きるためになにかヒントがあれば」と言っ
た位置づけであり、教養として手に取っている
感があります。
　私はいつも「聖書を教科書のように読んでは
ならない」と申し上げています。そのような姿
勢で御言葉に接していくと、必ず「その通りに
していかなければならない」、「自分を高めなけ
ればならない」という、努力や節制を求められ
ているように感じてしまうからです。ですから
救いを求めて読んでいるのに、逆に苦しくなり、
またそれをなし得ない自分に失望し、かえって
つまずくことになります。

　聖書の言葉は私たちを救うために神から提示
された約束です。私たちを変えることができる
唯一の力です。それを信じる姿勢で読んでいく
ならば、努力なしで、それを得ることができる。
だからこそ救いなのです。
　ここで、知恵を受け入れるなら、知恵があな
たを高める。それは内面の充実をもたらすだけ
でなく、対外的な誉れ、祝福をも得ることがで
きると教えています。勉強して知恵を自分の努
力で身につけようとしても高められない私たち
ですが、それを知恵が実現してくれるのです。



【月曜日】◆今週のすべての集会が祝福され、救いにつながるように祈りましょう。        

【火曜日】◆教会のビジョンのため、将来の働きが祝福されるように祈りましょう。        

【水曜日】◆ 宣教福祉事業が祝福されるように祈りましょう。

聖書日課
  毎朝、決められた時間に聖書を読み、お
祈りをすることはクリスチャンの生命線で
す。この聖書日課を使って心の糧を欠かさ
ないようにしましょう。そのために最低で
も 15 分間を神との交わりのために聖別し
てください。
　朝にどうしても時間のとれない方は、昼
休みでも就寝前でもかまいません。ぜひ、
実行してください。

列王記下第１５章５節 「主が王を打たれたので、 アザルヤは死ぬ

日まで規定の病にかかり、 離宮に住んだ。 そのため、 王の子ヨ

タムが宮廷長として国の民を治めた。」 ◆アザルヤ ( ウジヤ ) は

神を求めたことで、 大いに祝福された ( 歴代下 26:5 など )。 し

かし晩年は偶像礼拝を容認したことでそれを失った。 隠居しせ

ざるを得なくなった偉大な父に代わって国を治めなければなら

なかったヨタムは、 無難に舵を取ったように思える。 だが、 「依

然として高き所」 はあったのだ。 やるべきことはそこだったと思

うのだが、 彼は人を見てしまい、 手が鈍ったのではないか。

【祈りの時の持ち方 ( 例 )】　

①まず黙想し、次に、自分の心を神に向けるために賛美する。
賛美曲を歌えない場合は、歌詞を味わう。
②御言葉を読み、自分へのメッセージが何かをさぐる。例え
ば、神の恵み、告白すべき罪、従うべき命令、ならうべき模
範など。
③自分が神のメッセージにどうこたえるのかを祈る。感謝や
信頼の表明、悔い改め、服従、献身など。
④自分の祈りだけでなく、できるだけ「祈祷課題」も祈る。

●賛美／ 466 ●祈祷課題
◆昨日、礼拝に集えなかった人が恵
みからもれないように。
◆この教会も世界宣教の一拠点であ
ることを自覚し、重荷を持って祈れ
るように。特に共産圏、イスラム圏
伝道が進むように。迫害にある宣教
師のために。現地語聖書の翻訳が進
むように。異端からの救出が進むよ
うに。台湾活水泉の活動のために。

列王記下第１６章１０節 「アハズ王は、 アッシリアの王ティグラト ・

ピレセルに会うためにダマスコに行き、 ダマスコにある祭壇を見

た。 アハズ王は、 その祭壇の見取り図と全体の造り方を祭司ウ

リヤに送った。」 ◆わざわざダマスコに出張して、 偶像の祭壇を

見学し、 図面を引いた王はこの人だけである。 そして、 なんと、

それを祭司に送ったら、 祭司も王が帰るまでにこの祭壇を作っ

てしまっていたというから開いた口が塞がらない。 王に喜んでも

らおうと思ったのだろう。 神から心が離れた国はこうなるのだ。

私たちは決して神以外のものに心を奪われてはならない。

列王記下第１７章４０節 「しかし、 彼らは聞き従わず、 ただ以前

からのしきたりに従って行動するだけであった。」 ◆神の民たち

は 「大いなる力と伸ばした腕によって」 エジプトの奴隷から解放

された主を忘れ、 その神を敬い、 従うよりも、 自分の思い通り

にすることを好んだ。 その結果、 自分の都合を優先できる偶像

に心ひかれてしまう。 なんという愚かさ、 傲慢さであろう。 その

上、 それを指摘されながら、 それでもなお自分の意志を貫く強

情な者だった。 あなたは、 強情ではないか。 神からの祝福はあ

なたの姿勢次第である。

●賛美／ 467 ●祈祷課題
◆日本福音同盟、日本福音連盟、聖
化交友会、キリスト教各出版社、Ｅ
ＨＣ、ケズィック、太平洋放送協会、
ＦＥＢＣ、キリスト者学生会、日本
国際飢餓対策機構、ワールド・ビジョ
ン、いのちの水計画、総動員伝道、
Hi-b.a.、日本国際ギデオン協会 ( 聖
書配布 )、新生宣教団等の働きとス
タッフのため。

●賛美／ 468 ●祈祷課題
◆新会堂が与えられるように祈りま
しょう。①バス通りに面した場所に
良い土地が与えられるように②十分
な資金が与えられるように③早期に
建てられるように
◆宗教法人を取得できるように
◆伝道の拠点が祝福され、用いられ
るように。( まきば、小山宮下事務所、
向陽町 )



【木曜日】◆弱っている方々、病にある方々のために祈りましょう。        

【金曜日】◆礼拝出席平均が 50 名以上となり、受洗者が年間 3 名以上与えられるように祈りましょう。       

【土曜日】◆聖日に備え、健康が保たれ、出席しやすい天候が与えられるように祈りましょう。

【日曜日】◆新来会者が起こされるように祈りましょう。

列王記下第１９章１６節 「主よ、耳を傾けて聞いてください。 主よ、

目を開いて見てください。 生ける神を罵るために送ってよこした

センナケリブの言葉を聞いてください。」 ◆神への信仰を疑わせ

るような誘惑の言葉、 また罵りを聞いた時、 私たちは黙するべ

きである (18:36)。 だが、 神に対しては、 自分の心を注ぎだして

祈らなければならない。 こんなことは神がご存じだと 「良い子

ぶって」 黙する必要はない。 確かに神はご存じだ。 しかし、 そ

の神に訴えることが、 私たちの信仰を表明することであること

を忘れてはならない。 そこに答えがもたらされるのだから。

列王記下第１８章３０節 「ヒゼキヤは、 主が必ずや救い出し、 こ

の都がアッシリアの王の手に渡されることは決してない、 と言っ

て、 主に頼らせようとするが、 そうさせてはならない。」 ◆アッシ

リアが攻めてきた時、 その指揮官ラブ ・ シャケは、 陥落寸前の

ユダの民たちに、 巧みな言葉で神信仰を疑わせた。 「私たちは

今までも諸国の神々に勝ってきた」 「エジプトを頼っても無駄だ」

「神に頼っていると言ったって、 今、 このような状態じゃないか」

「王に欺かれるなよ」。 これはすべてサタンが用いる言葉である。

その時こそ、 信仰に堅く立て。 御言葉を思い起こせ。

列王記下第２０章１９節 「ヒゼキヤはイザヤに、 「あなたが告げら

れた主の言葉はありがたい」 と答えた。 自分の在世中は平和

と安定が続くと思ったからである。」 ◆ヒゼキヤは奇跡的にいや

された。 その喜びを利用し、 巧みにスパイ活動をしたのがバビロ

ンだった。 ヒゼキヤはゆるんだ心から失敗をした。 だが、 その失

敗を認めず、 逆に開き直った、 老齢になったヒゼキヤは、 「自分

が生きているあいだに、 大事がなければよいと思った」 とある。

こんな傲慢さがあってはならない。 未来につながることを考え

なければ、 信仰だってまともに受け継がれていくはずがない。

列王記下第２１章９節 「マナセが彼らを惑わせ、 主がイスラエル

の人々の前で滅ぼされた諸国民よりもさらに悪いことを行うよ

うにしたからである。」 ◆マナセは、 自分だけにとどまらず、 そ

の不信仰な行為を人々にも強要したことに大きな罪があった。

過去にもないほどひどかったと記されている。 「悪」 とは、 神を

知っていながら、 また、 自分が信仰者であるような態度をしな

がら、 神の前に従順でない者をいう。 人を躓かせ、 教会の中に

分裂をもたらすような人がいるのだと、 パウロは手紙に記してい

る。 気をつけたい。

●賛美／ 469 ●祈祷課題
◆教会学校の成長と救い、青年の結
婚、教会員の信仰の成長と家族の救
いのため。
◆教会ビジョンのため（社会宣教事
業、伝道所の開設、保養施設建設、
会堂建築、納骨堂、宗教法人格取得、
学生寮、高齢者住宅）、教会員から
伝道者や献身者が与えられるよう、
教会会計の祝福

●賛美／ 470 ●祈祷課題
◆この教会に聖霊の著しい働きがも
たらされ、リバイバルが起こるよう
に。常に新来会者が与えられ、求道
者、受洗希望者がもたらされて、教
勢が祝福されるように。
◆土屋牧師、淳子師 ( 牧師一家 )、
思乃扶師、石出師の働きのために。
◆老齢の方、病の中にある方々のい
やしのために。

●賛美／ 471 ●祈祷課題
◆子どもを含め、すべての人が礼拝
を守れるように。あらゆる集会が祝
福され、参加者が御言葉によって取
り扱われるように。奉仕者が恵まれ
てご用にあたれるように。
◆ホームページが用いられるよう
に。また礼拝動画が用いられるよう
に。教会から出している週報や印刷
物が用いられるように。

●賛美／ 472 ●祈祷課題
◆この教会に連なるすべての方々が
聖日礼拝を厳守できるように。聖書
通読を続けられるように。御言葉を
味わえるように。祈りに励めるよう
に。ささげる恵みにあずかれるよう
に。積極的に神さまから受けた恵み
を語れるように。
◆受験生、就職活動者、試練にある
者のために。



   おや こで せ
いしょ

おや こで せ
いしょ

●きょうのせいしょ
【マタイによるふくいんしょ　25:1 ～ 13】

「１０にんの　おとめ」

( マタイによるふくいんしょ　２５：１３）

　イエスさまは 「そのひ そのとき」をどのよ

うな きもちで むかえればいいのかを けっこ

んしきの たとえを つかって おはなしされま

した。「そのひ そのとき」とは、イエスさまが 

ふたたび おいでになり、わたしたちを むかえ

て、てんごくに つれていってくださる ひのこ

とで、「さいりん」とも いいます。

　イエスさまの じだいの けっこんしきは、よ

るに おこなわれていました。

　まず はなむこの いえで おいわいをしてか

ら、はなよめの いえに むかうのですが、とて

も おそくなってしまったようです。

　はなよめのいえで おいわいをするひとは 

まっていなければなりませんでした。ふつうは 

おそくなってもいいように、ともしびを とも

す あぶらを よういしているのですが、１０に

んの おんなのひとの うち、５にんは だいじょ

うぶだと ゆだんして、あぶらを よういしてい

ませんでした。

　ところが、いつまでたっても、はなむこが 

とうちゃくしません。よるになりましたから、

ひをともしたのですが、ねむってしまうくら

い、またされました。そのうちに あぶらがな

くなって、ともしびが きえそうになりました。

　ひが きえたら、はなむこさんから こえを か

けてもらえず、おいわいに いけなくなります。

いそいで かいにいきました。ところが、その

あいだに なんと、はなむこさんが きてしまっ

たのです。そして５にんは おいわいのかいに 

いくことができなくなってしまったのでした。

　イエスさまは こういいました。「そのひ、そ

のときは いつになるか わかりません。おそい

とおもって、じゅんびをしていないと、てんご

くに はいることができなくなってしまいます。

だから、いつでも かみさまに こころをむけて、

しんこうを もち、みことばを きいて めをさま

すようにして、かみさまをみつづけていきなさ

い。」

●かんがえてみよう

☆イエスさまの たとえばなしに でてくる おとめ はなんにんいましたか。( マタ

イ 25:1)

☆いつ、はなむこさんがきてもいいように、あぶらを じゅんびしていた

ひとは なんにんでしたか。( マタイ 25:2)

☆そのひ、そのときは いつくるか わかりません。イエスさまは わた

したちに このたとえによって、なんとおしえられましたか。( マタイ

25:13)
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あいているマスに、 右の９文字の

どれかを入れます。 タテ列 (9列

あります )、 ヨコ列 (9 列ありま

す )、 太線で囲まれた3×3の

ブロック (それぞれ 9マスある

ブロックが9つあります) のどれ

にも９文字のいずれかがはいりま

すが、 文字が重なってはいけま

せん。 数独と同じ要領です。
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まちがいさがし ３つあるよ！さがしてね

今週の聖書箇所の中に出

てくる言葉です。それぞ

れを並び替えると 意味が

通る言葉になります。答

えてください。

(サムエル記下 5章 )

① ぶんぶんじの

② くえんしゅ

③ なかまよ

④ もしびと



●アルノン川
　国境だけでなく、さまざまな「境」が存在し

ます。その際、誰もがわかるように、山や川を

使って境を決めることが多いようです。先回取

り上げたヘルモン山もそうでしたが、アルノン

川も境として聖書に登場します。

　現在のヨルダン王国にあり、南北に流れて死

海の東岸に注ぎ、深い峡谷を形成しています。

峡谷の高さは 400m から深い所では 900m も

あり、「アルノン川はモアブとアモリ人との間

にあって、モアブの境をなしていた」( 民数記

21:13) とあるように、モアブとの南北国境線に

なっていました。

　イスラエルが荒れ野を進み、モアブの地の北

側を通過しようとしましたが、アモリ人の王シ

ホンはこれを拒絶。結局イスラエルに滅ぼされ

てしまいます。その時に境として示されたのが

アルノン川でした。イスラエルは「アルノン川

からヤボク川に至る地を手に入れた」のでした

（民数記 21:24）。この地がルベンとガドの相続

地にあてがわれます（申命記 3:12）。

　その後もアルノン川は「神が与えた境界」と

して描かれていますが、過去の出来事を踏まえ、

アルノンの渓谷が神の勝利を象徴する場所とし

て覚えられていたことも重要です。

聖書ふれあい街歩き

牧師の　聖書

ななめ読み

　今や盆踊りは日本だけのものではないようです。
日系人の多いハワイならまだ想像しやすいのです
が、アルゼンチンでは 1 万人以上が、そしてマレー
シアではサッカースタジアムを会場に、5 万人が参
加する盆踊り大会が毎年開かれているそうです。ブ
ラジルでは盆踊りが「マツリダンス」と呼ばれ、曲
も今風の「のりがいい若者の『J ポップ』」が使わ
れるなど、変化が生じているのですが、マレーシア
では「花笠音頭」「炭坑節」「ドラえもん音頭」など、

日本と変わらない形が保たれています。
　当初、マレーシアの日本人学校のイベントだった
ようですが、どんどん参加者が増えていったのだそ
うです。ただ、その中で宗教論争が起こります。ご
存じのようにマレーシアはイスラム教徒が６割。宗
教指導者層から「盆踊りは宗教行事なので参加し
てはならない」とのお達しが出ます。ところが、盆
踊りの「無心の一体感」に魅了された人々が、「盆
踊りは日本においてすでに文化イベントになってい
る」と反論したのです。「宗教か文化か」。マレーシ
アのイスラム最高指導者が「文化である」と判断し
たことで、さらに盆踊りが注目され、今に至ったと
のことでした。宗教行事と密接に関わっている盆踊
りもあるので、参加する際は注意してください。

「盆踊り」

な む聖書 先週のこたえ

さでいくだわあんれ
わんだれあでくさい
れあくんいさだでわ
いくでわれんさだあ
だれあでさいんわく
んわさあくだいれで
あされだわくでいん
でいわさんあれくだ
くだんいでれわあさ

○

○

①へりくだるもの
②ちょうぜいにん
③こころのなか
④だんじき

○



伝道者パウロの生涯　１１９ ＊本文を開きながら見ましょう。

マケドニアからトロアスへ

　
　週の初めの日、私たちがパンを裂くために集
まっていると、パウロは翌日出発する予定で人々
に話をしたが、その話は夜中まで続いた。
　私たちが集まっていた階上の部屋には、たくさ
んの灯がついていた。エウティコと言う青年が、
窓に腰を掛けていたが、パウロの話が長々と続い
たので、ひどく眠気を催し、眠りこけて三階から
下に落ちてしまった。起こしてみると、もう死ん
でいた。
 パウロは降りて行き、彼の上にかがみ込み、抱き
かかえて言った。「騒がなくてよい。まだ生きて
いる。」そして、また上に行って、パンを裂いて
食べ、夜明けまで長い間話し続けてから出発し
た。人々は生き返った若者を連れて帰り、大いに
慰められた。

 (使徒言行録20:7～12)

【３階建ての家】
　トロアスで除酵祭を迎えたパウロは、信徒の家
の３階で聖餐式を行います。
　当時でも、３階建ての家は珍しいのですが、トロ
アスという町から想像し、恐らく貿易商の裕福な信
徒が所有していたと思われます。町が発展する中、
土地も限られていたからなのですが、ローマの支配
下になって、その建築技術が多層階の家を可能にし
ていました。石やレンガを用い、１階は店舗、事務
所、もしくは倉庫として使用し、２階は住居、そし
て３階は梁などの数も少なくできるので、大きな空
間が取れていたのでしょう。そこでたびたび集まり
を持っていたはずです。「家の教会」です。フィリ
ピではリディアの家がそうでした(使徒16:15、
40)。パウロの同労者プリスカとアキラの家も教会
になっていました(ローマ16:3～5)。フィレモンも
そうです(フィレモン1:2)。パウロが伝道していく
中で、有力な信徒の家が伝道の拠点として用いられ
ていたのです。
【エウティコの蘇生】
　パウロが翌日移動するということで、その別れを
惜しむように集会は夜中まで続きました。「たくさ
んの灯がついていた」とあるので、かなりの人たち
が集まっていたことがわかります。ギリシア語で携
帯用のランプを示す語が使われているので、各自が
自分のために持ってきたその灯でした。
　ご存じのように、ランプの油はオリーブ油です。
賢いおとめのように油を用意して、延々と集まりを
続けていれば、どうなるのか。「酸素不足」です。
いくら窓を開けていても、換気に気をつけていなけ
ればならないのですが、そのことが大変な出来事を
招いてしまうわけです。

　ここからは私の想像です。
　エウティコはトロアスの港で、日々真面目に働い
ている青年です。港湾労働者なので、朝から晩まで
重たい荷物を継ぎながら、布や木材などの積み込み
作業に明け暮れていました。そんな彼の慰めは信仰
でした。いつものトロアスの家の教会に集い、恵み
をいただき、支えられていました。ある朝、「今
日はパウロ先生が来ていて、その先生が司式して
聖餐式が行われる」と聞き、楽しみにしていたの
ですが、なかなか仕事が終わらず、教会に着いた
時には座る所がありません。見渡すと窓辺に腰掛
けている友人がおり、自分もと同じように窓に座
ることにしました。
　窓辺でありながら息苦しいほどの熱気が伝わっ
てきますが、いかんせん、「弱々しく話す」パウ
ロの話が長いこと。しばらくするうちに、その日
の疲れもあって目が重くなり、いつの間にかこっ
くりこっくり居眠りをしてははっとすることを繰
り返していました。と、次の瞬間、うしろから
ひっくり返り、転落してしまったのです。「あ、
落ちた！」誰かが叫び、会場は騒然となりまし
た。しかし騒ぎに気付いたパウロは、慌てず騒が
ず、エウティコのもとに下りていきました。
　というようなイメージです。どうでしょうか。
　「もう死んでいた」とあるのに、パウロは「ま
だ生きている」と言っています。パウロ自身、死
んでいるような状態からむっくりと立ち上がり、
次の伝道地に行っていることから、神の憐れみに
よる癒しを疑っていなかったのです。「若者を連
れ帰り」とあるので、まだ回復が必要だったかも
しれませんが、目の当たりにした人たちは、神の
奇跡に「大いに慰められた」のでした。　

落下したエウティコ



　「教会暦」はキリストの生涯をたどりながら１年を
過すために作られました。当教会では教会暦に、継
承されてきた伝統的記念日を加え、守っています。

＊＊＊顕現節 (1/6 ～ #3/4) ＊＊＊
　降誕日 (12/25) から 12 日後に東方の博士がキリス
トを礼拝した顕現日 (1/6) から始まります。降誕され
たキリストが世界の救い主であることを覚えて過ごし
ます。顕現節の最終主日は受難の整えをされた変貌
のできごとを覚え、変容主日 (#3/2) として守ります。

＊＊＊四旬節 (#3/5 ～ #4/12)＊＊＊
　前年に使用したしゅろの枝を灰にしてかぶり悔い
改めを表した儀式 ( この教会では行いません )、灰の
水曜日 (#3/5) から始まります。レントとも呼び、主日
を除いた復活日前日までの 40 日間、キリストの受難
を覚えて過ごします。
　四旬節に続く受難週 (#4/13 ～ 4/19) は、主イエス
の最後の１週間を覚える週で、エルサレム入城に際し、
しゅろの枝を用いて歓迎したしゅろの主日 (#4/13) か
ら始まり、洗足と主の晩餐が行われた木曜日 (#4/17)、
十字架にかかられた受苦日 (#4/18) と過ごしていきま
す。

＊＊＊復活節 (#4/20 ～ #6/7)＊＊＊
　キリストが死にかって復活されたことを祝うイース
ター ( 復活日・#4/20) から始まります。春分の日の後
の最初の満月の次に来る日曜日と定められているの
で、祝日が毎年変動します。40 日後のキリストの昇
天 (#5/29) を迎えたのち、復活節の最終主日 ( 昇天
主日#6/1) となります。

＊＊＊聖霊降臨節 (#6/8 ～ #11/29)＊＊＊
　復活日から 50 日目、聖霊が使徒たちに降ったこと
を記念する聖霊降臨日 ( ペンテコステ・#6/8) から始

まり、三位一体主日 (#6/15) では父、御子、御霊の働
きを告白し、過ごします。最も長い節期となります。

＊＊＊待降節 (#11/30 ～ 12/24)＊＊＊
　救い主キリストの誕生を祝う備えをしながら、待ち
望むアドベント ( 待降節 ) は、11 月 30 日に一番近い
主日から始まります。降誕を祝うクリスマスは 12 月
25 日ですが、クリスマス礼拝 (#12/21) は、25 日以前
の日曜日を選んでをささげています。

＊＊＊降誕節 (12/25 ～ 1/5)＊＊＊
　イエス・キリストの誕生を祝う日(12/25)から始まり、
顕現日前日までの期間を指します。

【記念日】
母の日 (5/11・5 月第二 )
ウェスレー回心記念日 (5/24・1738 年 ) 
花の日 ( 子どもの日・6/8・6 月第二 )
父の日 (6/15・6 月第三 )
ホーリネス弾圧記念日 (6/26・1942 年 )
宗教改革記念日 (10/31・1517 年 )
収穫感謝日 (11/23・11 月第四 )

【当教会行事】
新年元旦礼拝 (1 月1日・水 )
成人祝福礼拝 (#1/14・１月第二 )
聖書愛読週間 (#3/23 ～ 29)
みふみの日 (3 月 23 日 )
教会創立記念礼拝 (3 月最終主日 / 創立記念日 3/27)
最後の晩餐集会 (#4 月17 日夕 )
召天者記念合同礼拝 (#6/1・６月第二＊今年は第一 )
弾圧記念礼拝 (#6 月 22 日・26 日前後の主日 )
石出忠師記念礼拝 (#7 月 6 日・7 月第一 )
敬老祝福礼拝 (#9/14・９月第三 )
子ども祝福礼拝 (#11/2・１１月第一 )
クリスマスイブ礼拝 (12 月 24 日夕・水 )

２０２５年教会暦・年間行事
( ＃はその年によって変動します )

◆何もわからないのですが。
　必要なものはお貸しし、一つずつお教えいた
します。また信仰の強要はいたしません。
◆礼拝とは何ですか。
　私たちの悩みは神から離れていることに原
因があります。礼拝で神を賛美し、祈り、御言
葉を聞くことにより、人間のあるべき姿を取り
戻していく、それが礼拝です。
◆献金とは何ですか。
　神への献身を表すもので、お布施や聴講料、
会費ではありません。本人の意志に任されてお
り、あくまでも自由です。趣旨のわからない方
はなさらなくても問題ありません。
◆聖餐式とは何ですか。
　信仰告白をし、洗礼 ( バプテスマ ) を受けて
おられる方のみになりますが、主イエスと共に
生きていることを確認する儀式で、聖別された

パンとぶどう液をいただきます。
◆信者になるにはどうしたらいいですか。
　自分の意志で主イエスの福音を信じ、洗礼を
受けることにより教会員 ( 信者 ) と呼ばれます。
◆キリスト教会は様々な教派があります。
　大きく分けてカトリック教会とプロテスタ
ント教会があります。プロテスタント教会は、
設立された時代や地域、歴史的な背景によって
成立が違うため、多くの教派がありますが、憎
み合っているのではなく、互いの特色を認め合
い、助け合っています。
◆にせのキリスト教会がありますか。
　キリスト教の枠組みからずれている教えにつ
いて、私たちは異端と呼んでいます。代表的な
団体には「エホバの証人」「モルモン教会」「世
界平和統一家庭連合」などがあります。特に韓
国系キリスト教活動にはお気をつけください。
お困りの方は牧師までご相談ください。

キリスト教まるわかりQ&A
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教会紹介
●歴史
　私たちの教会は、ジョン・ウェスレーを源流とす
るメソジスト( 青山学院、東北学院など ) の信仰を
継承しており、メソジストの教職であった中田重治
が１９０１年に創立したホーリネス教会の信仰を受
け継いでいます。２０２２年３月２７日に創立いたし
ました。
●教義
　旧新約聖書６６巻を誤りない神の言と信じ、唯一
の正典として信仰生活の規範にしています。また三
位一体の神を信じ、イエス・キリストによる以外に
救いがないことを告白しています。特色は、下記に
紹介する四重の福音を強調していることです。

【四重の福音】
　四重の福音は、長老教会の牧師Ａ．Ｂ．シンプソ
ンが提唱したものを、ホーリネス教会の創設者中田
重治が自らの信仰に基づいた理解を加え、福音宣教
の際に掲げた教えです。
　人間の幸せは神と共に生きることで実現するので
すが、神を認めず生きているため、むなしく日を過
ごしているのが現実です。しかし、イエス・キリスト
が十字架によって神と人との絆を回復してくださっ
たのです。これが福音です。この福音を信じることで、
人間は本来もっていた真の幸いを覚えながら、充実
した人生を送れるのです。
　中田は、聖書に書かれてあるこの福音をわかりや
すく語るべく、前述の提唱にある新生、聖化、神癒
(しんゆ )、再臨 ( さいりん ) の４項目に基づいて、以
下のようにまとめました。
◆新生　　キリストの十字架と復活を信じ、新しく
生まれ変わること。これにより、天に住まう者のように、
日々に喜びが与えられる。（コリントの信徒への手紙
二 5:17 など）
◆聖化　　神に属する者であるとの自覚が与えられ
たことで、自己中心に生きていた心が砕かれ、同時に
神中心の生活を求め始め、神のきよさに近づくこと。

（ガラテヤの信徒への手紙 2:19 ～ 20など）
◆神癒 (しんゆ )　　肉体を持っているがゆえに弱
る私たちが、神のあわれみにより、病い、そして死
の恐怖にも打ち勝つ力が与えられ、苦しみから解放
されること。（出エジプト記 15:26 など）
◆再臨 ( 栄化 )　　キリストが再び地上に来られる
こと。その時、死んだ聖徒たちは復活し、生ける信
徒は死を経験せずに天に挙げられる。（コリントの信
徒への手紙一 15:51など）
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